
関係各位

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配

を賜り厚く御礼申し上げます

さて、昨今の弊社を取り巻く環境は、世界的な景気回復の遅れと中央卸売市

場の取り扱い高の減少により、大変厳しい状況が続いております。

こうした状況の中で、この度、新たな経営理念に基づく３つの経営目標を掲げ、

平成２５年度を最終年度とする第二次中期経営計画を策定いたしました。

今後、従業員一同本計画達成のため全力を傾注し、もって、中央卸売市場の

生鮮食料品をはじめとする食品全般の安定流通の役割を果たし、引き続き消費

者の皆様方の食生活の「安全・安心」のため、取り組んでまいる所存であります。

今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

平成２２年１１月１９日

代表取締役社長 市原正博



第二次中期経営計画の概要

１．経営の基本
第二次中期経営計画は以下の経営理念と経営目標に基づいて策定しました。

（１）経営理念
横浜市中央卸売市場の生鮮食料品をはじめ、冷蔵・冷凍食品の低温物流の担い手
として、横浜市民の安全・安心で豊かな食生活を支え、社会の発展に貢献する。

（２）経営目標
① 環境の変化に対応した事業運営に取り組み、顧客から信頼される経営を目指す。
② 持続性のある経営改革に取り組み、経営の自主的・自立的な安定運営を目指す。
③ 従業員の意識改革を進めて、経営課題に迅速に対応できる人材を育成する。

２．経営の課題
会社を取り巻く環境と経営資源の現状から抽出した課題を克服して、経営の安定化
を図ります。

（→次ページのイメージ図を参考にしてください）

３．全体の最終目標と年度別達成水準
最終年度の営業利益率３％の確保を方針として、最終目標と年度別達成水準は
下表のとおりです

第二次中期経営計画全体目標 （単位：百万円、％）

（平成２２年度） （平成２３年度） （平成２４年度） （平成２５年度）

売上高 １，２１０ １，２１３ １，２１６ １，２７０

営業利益 －１４．０ ４．７ １４．４ ３８．１

営業利益率 －１．２ ０．４ １．２ ３．０
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外部環境
デフレ経済による低価格時代

少子高齢化（人口減少）の対応

地球規模での環境対策（CO2削減）

横浜中央卸売市場
水産市場取扱の年々の減少

市場再編・機能強化の計画

経営課題と取り組み

各
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会社を取り巻く環境

顧客ニーズ

に合った荷役

体制か？

設備規模は

活用されて

るか？

社員スキルは

十分か？

保守保安体制

は適正か？

企業としての

環境対策は？

自社経営資源

「人」「物」「金」「情報」

経営資源の現状

経営安定化の為に取り組むべき課題経営安定化の為に取り組むべき課題

１．市場内外貨物の取り込み

３．従業員の意識改革

重要課題

課 題

４．設備投資

５．自主・自立経営の見直し

６．荷役体制の見直し

７．保守・保安体制の改善

８．環境対策

９．市有施設の修繕

２．市場再編・機能強化の対応

イメージ図

保管区分けを明確にして、市場内貨物とともに市場外

貨物を取り込み、併せて新規顧客開拓を進める

市場との関わりを一層推進し、中央市場の変化に合わせ

た経営資源の再編を行う

会社全体で教育を強化し、階層別教育制度を確立する

食の安全・安心を踏まえ、経営戦略に基づいた投資を進める

経営参加意識を高めるため、従業員持株制度を研究する

ローコストで市場型荷役と２４時間対応の融合荷役を確立する

高機能になった冷凍設備の現状に合った体制を構築する

改正省エネ法の取り組みにより、CO2排出削減に貢献する

サービス品質を維持するため、市に働きかけていく

取り組み



前中期経営計画の実績 （単位：百万円、％）

（平成１９年度） （平成２０年度） （平成２１年度）

計画 実績 計画 実績 計画 実績

売上高 １，６９４ １，８８５（１３３％） １，６８７ １，５４７（９２％） １，６９９ １，３１２（７７％）

営業利益 ６０ ８０（１３３％） ６７ ２８（４２％） ６７ ２０（３０％）

営業利益率 ３．５ ４．３（１２３％） ４．０ １．８（４５％） ４．０ １．６（３８％）

参考


